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阪
神
コ
ー
ス

（声
屋
市
谷
崎
潤

一
郎
記
念
館
～
碕
松
庵
）

た
つ
み
都
志
先
生
の
ご
案
内
で
谷
崎
潤

一
郎
の
生
涯
を
た
ど
り
ま
し
た
。

「
天
高
く
馬
肥
ゆ
」。
素
晴
ら
し
い
空
の
下
、
Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
に
集

い
、
貸
し
切
リ
バ
ス

で

「芦
屋
市
谷
崎
潤

一
郎
記
念
館
」

へ
向
か
い
ま
し
た
。
記
念
館
は
、
谷
崎
の
好
ん
だ
数

奇
屋
風
の
邸
宅
を
模
し
た
も
の
で
、
記
念
館
の
庭
園
は
、
谷
崎
の
京
都
の
住
処

「混
涙
亭

（せ
ん
か
ん
て
い
）」
の
庭
を
復
元
し
た
も
の
で
す
。
記
念
館
の
風
情
を
思
い
思
い
に
堪
能

し
た
後
、
谷
崎
潤

一
郎
研
究
者
の
第

一
人
者
で
あ
る
　
た
つ
み
都
志
先
生
の
講
義
を
拝
聴

し
ま
し
た
。

ス
ラ
イ
ド
が
目
ま
ぐ
る
し
く
入
れ
替
わ
る
、
た
つ
み
先
生
の
パ
ワ
フ
ル
で
テ
ン
ポ
の
早

い
お
話
に
、
ぐ
い
ぐ
い
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。
特
に
、
谷
崎
の
最
初
の
妻

・
千
代

を
佐
藤
春
夫
に
譲
る

「妻
譲
渡
」
の
お
話
に
は
、　
一
同
感
嘆
の
面
持
ち
で
し
た
。
そ
の
後
、

「春
琴
抄
』
（た
つ
み
先
生
曰
く

「谷
崎
の
最
高
傑
作
」
）
の
特
別
展
示
を
先
生
の
解
説
付

き
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
谷
崎
が
松
子
に
宛
て
た
ラ
ブ
レ
タ
ー
や
関
西
初
公
開
と

な
る
創
作
ノ
ー
ト

「松
の
木
影
」
に
目
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。

バ
ス
で
移
動
し
た

「侍
松
庵
」
は
、
谷
崎
が
三
番
目
の
妻

・
松
子
と
暮
ら
し
、
「細
雪
』

の
舞
台
と
な

っ
た
邸
宅
で
す
。
た
つ
み
先
生
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
、
取
り
壊
し
を
避
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
、
す
べ
て
の
部
屋
に
二
箇
所
以
上
出
入
り

口
が
あ
る
合
理
的
な
作
り
に
な

っ
て
い
ま
す
。
各
部
屋
で
の
た
つ
み
先
生
の
解
説
を
聞
き

な
が
ら
、
『細
雪
』
の
幸
子
が

「
こ
い
さ
ん
、
頼
む
わ
」
と
話
し
て
い
る
の
が
見
え
る
よ

う
な
感
覚
に
な
り
ま
し
た
。

「秋
の
日
は
釣
瓶
落
と
し
」
。
谷
崎
潤

一
郎
と
た
つ
み
先
生
の
魅
力
を
た

っ
ぷ
り
堪
能
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
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芦
屋
市
谷
崎
潤

一
郎
記
念
館

阪神コース

各分散会終了 (昼食は各自)

14100 JR芦屋駅南口

集合・発

=  (貸
し切リバスで移動 )

14115芦屋市谷崎潤―郎記念館
・講義

・館内見学

特別展示
´
春琴抄」

15:00記念館発
↓  (貸 し切 リバスで移動 )
15:30椅松庵
・庵内見学

・たつみ先生による解説

17100現地解散
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第 50回 兵庫大会

須磨・ 明石コース

各分散会終了 (昼食は各自)

14:00 JR三 ノ宮駅東口

集合・発

↓  (貸 し切リバスで移動)
14:30須磨寺
・概要説明

15:00須磨寺発
↓  (貸 し切リバスで移動)
15:30移情閣 (孫文記念館)
・紹介ビデオ鑑賞

16:00移情閣発
↓  (貸 し切リバスで移動)
16:15中崎公会堂
・漱石とのゆかり紹介

16:45中崎公会堂発
↓  (貸 し切リバスで移動 )
17:00 JR明 石駅解散

須
磨

・
明
石
コ
ー
ス

（須
磨
寺
～
移
情
閣

「孫
文
記
念
館
」
～
明
石
）

須
麻
寺

移
情
閣
と
明
石
海
峡
人
橋

第
二
日
　
分
散
会
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須
磨
寺
、
移
情
閣
、
中
崎
公
会
堂
を
巡
り
、
海
辺
の
文
学
散
歩
を
楽
し
み
ま
し
た
。

高
く
青
く
広
が
っ
た
秋
晴
れ
の
空
の
下
、　
一
行
は
貸
し
切
リ
バ
ス
に
乗

っ
て
Ｊ
Ｒ
三
ノ

官
駅
を
出
発
し
ま
し
た
。
最
初
に
訪
れ
た
の
は
須
磨
寺
で
す
。
須
磨
寺
で
は

「敦
盛
塚

（首
塚
）」
「義
経
腰
掛
の
松

・
敦
盛
公
首
洗

い
池
」
「源
平
の
庭
」
な
ど
を
見
学
し
、
笛
の

名
手
で
あ

っ
た
美
青
年
平
敦
盛
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
須
磨
寺
を
訪
れ
た
松
尾

芭
蕉
、
良
寛
、
与
謝
蕪
村
、
正
岡
子
規
な
ど
の
歌
碑
も
見
学
し
ま
し
た
。

再
び
バ
ス
に
乗

っ
て
、
き
ら
き
ら
輝
く
穏
や
か
な
瀬
戸
内
海
を
見
な
が
ら
国
道
二
号
線

を
西

へ
走
る
と
、
明
石
海
峡
大
橋
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
橋
の
た
も
と
に
八
角
三
層

の
モ
ダ
ン
な
洋
館
が
建

っ
て
い
ま
す
。
中
国
の
革
命
家
、
思
想
家
で
あ
る
孫
丈
を
顕
彰
す

る
施
設
、
移
情
閣
で
す
。
移
情
閣
で
は
紹
介
ビ
デ
オ
を
見
て
、
館
内
を
見
学
し
ま
し
た
。

冊
子
に
あ
る
、
獅
子
文
六

『バ
ナ
ナ
』

の
中
に
描
か
れ
て
い
る
情
景
と
比
較
し
た
り
、
移

情
閣
を
建
て
た
大
実
業
家
、
呉
錦
堂
の
華
や
か
な
生
活
を
想
像
し
た
り
し
ま
し
た
。

最
後
に
訪
れ
た
の
は
明
石
に
あ
る
中
崎
公
会
堂
で
す
。
中
崎
公
会
堂
は
平
入
唐
破
風
の

玄
関
を
持

つ
和
風
建
築
の
公
会
堂
で

一
九

一
一
年
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
完
成
記
念
講
演

に
夏
日
漱
石
が
招
か
れ
、
「道
楽
と
職
業
」
と
い
う
演
題
で
講
演
を
行

い
ま
し
た
。
当
時

は
漱
石
を

一
日
見
よ
う
と
、
地
元
の
名
十
が
挨
拶
に
列
を
な
し
、
講
演
に
は
収
容
人
数
二

百
人
の
大
広
間
に
千
人
を
超
す
人
が
訪
れ
た
そ
う
で
す
。
当
時
の
熱
狂
ぶ
り
を
想
像
す
る

と
、
心
が
く
す
ぐ
ら
れ
る
気
が
し
ま
し
た
。

最
後
は
Ｊ
Ｒ
明
石
駅
で
解
散
と
な
り
ま
し
た
。
心
も
体
も
海
風
に
洗
わ
れ
る
よ
う
な
、

心
地
よ
い
文
学
研
修
に
な
り
ま
し
た
。
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兵庫大会全国高等学校国語教育研究連合会

姫

路

コ
ー

ス

（姫
路
文
学
館
～
姫
路
城
）

播
磨
ゆ
か
り
の
文
人
達
の
軌
跡
と
世
界
文
化
遺
産

・
姫
路
城
を
巡
り
ま
し
た
。

秋
の
穏
や
か
な
陽
光
が
降
り
注
ぐ
な
か
、　
一
行
は
ま
ず
姫
路
城
の
西
に
位
置
す
る
姫
路

文
学
館
に
到
着
し
ま
し
た
。
学
芸
員
の
甲
斐
さ
ん
か
ら
展
示
内
容
と
安
藤
忠
雄
氏
設
計
の

同
館
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
い
た
だ
い
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
自
由
に
館
内
を
見
学
し
ま

し
た
。
こ
と
ば
の
森
展
示
室
の
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
印
象
的
な
警
句
を
検
索
し
た
り
、
関
心

の
あ
る
作
家
の
前
で
立
ち
止
ま
り
、
生
原
稿
を
真
剣
に
覗
き
込
ん
だ
り
と
、
思
い
思
い
の

ス
タ
イ
ル
で
播
磨
の
文
学
を
楽
し
み
ま
し
た
。

文
学
館
を
出
る
と
、
今
回
ガ
イ
ド
を
お
願
い
し
た
歴
史
講
師
の
平
良
哲
夫
先
生
が
私
た

ち
を
迎
え
て
く
だ
さ
り
、　
一
行
は
そ
の
ま
ま
徒
歩
で
姫
路
城

へ
行
き
ま
し
た
。
平
良
先
生

に
よ
る
姫
路
城
の
歴
史
や
千
姫
の
物
語
に
耳
を
傾
け
つ
つ
、
見
頃
を
迎
え
た
紅
葉
の
小
径

を
通
り
抜
け
お
城
の
改
札
ロ
ヘ
到
着
し
ま
し
た
。

城
内
で
は
、
流
暢
で
ユ
ー
モ
ア
に
富
む
平
良
先
生
の
語
り
で
、
門
の
造
り
や
石
垣
の
特

徴
、
壁
や
狭
間
に
至
る
ま
で
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
丁
寧
に
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

文
学
研
修
ら
し
く
、
姫
路
城
を
詠
ん
だ
長
塚
節
の
短
歌
の
紹
介
や
、
城
に
ま
つ
わ
る
ト

リ
ビ
ア
な
知
識
に
、　
一
行
は

「
へ
え
」
「
ほ
う
」
の
連
発
で
、
気
づ
け
ば
周
囲
を
、　
一
般
観

光
客
が
取
り
巻
く
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
閉
城
時
間
が
迫
り
、
残
り
三
分
前
に
、
は
あ
は
あ

言
い
な
が
ら
百
間
廊
下
に
駆
け
込
ん
だ
様
は
、
ま
さ
に
こ
こ
を
ロ
ケ
地
と
し
た
映
画

『超

高
速
―
参
勤
交
代
』
さ
な
が
ら
の
移
動
で
し
た
。

参
加
者
は
み
な

一
様
に
笑
顔
で
、
温
暖
な
播
磨
の
地
に
ふ
さ
わ
し
い
、
和
や
か
な
研
修

と
な
り
ま
し
た
。
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一■
姫路コース

各分散会終了 (昼食は各自)

13:45 JR姫路駅中央出口

改札前集合・発

0  (貸 し切リバスで移動)
14:00姫路文学館
・資料配付

・文学館概要説明

・館内見学

秋の特別展

F司馬遼太郎展』

14:50姫路文学館発
0  (徒 歩で移動)
。道中見所の解説

15:15姫路城改札口 (券売所)
・城内見学

・歴史講師による解説

17:00現地解散
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